
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                              学校通信 

 R8年度３号 力合小学校 
                校長 高木 謙一 

熊本市では６月を「心のきずなを深める月間」と定め、学校・家庭・地域が互いの役割と責任を強く

自覚し、日頃からいじめの未然防止に取り組んでいます。今年のテーマは「いじめをゆるさない！みん

なでいじめをなくしていこう～気づきを言葉に、思いを行動に」です。このテーマのもとに各学校の実

態に応じた取組を行っていきます。 

６月の学校朝会でこのことについて私から話をしました。その内容をお伝えしておきます。 

一枚のきれいな白紙を用意し、くしゃくしゃにしてみました。そして広げます。どんなに一生懸命の

ばしても、元のようには戻りません。しわは残ったままです。みなさんの心もこれと同じ。誰かに言わ

れた悪口、ちょっとしたからかい。言った人は冗談のつもりでも言われた人の心にはしわが残ることが

ある。くしゃくしゃになった心の傷は完全に消えるわけではない。だれが書いたかわからないひどい落

書きも見た人の心を傷つけてしまう。だからこそ、自分の言葉や行動が相手の心にどう届くか考えてほ

しい。また「やめよう」「大丈夫」と声をかけられる人、先生に伝えてくれる人。こうした行動はいじ

めを止める大切な力になると。最後に北原白秋さんの詩「ひとつのことば」という詩があるので、担任

の先生と一緒に読んでほしい。言葉は友達の心を温める力にも、傷つける力にもなる。友達の心を温め

る言葉をかけ合い、心のきずなを深めていってほしいと。 

こどもが自分の大切さとともに他の人の大切さを認め、豊かな人間性や社会性を身につけ、笑顔で安

心して生活できる学校づくりに努めてまいります。 

５月２９日にすぐーるでお知らせしました緊急時

の児童引き渡しマニュアルについてです。引き渡し

の際、原則自家用車ではなく、徒歩でのお迎えに変

更させていただきました。学校付近の道路状況を考

えると道幅は狭く、住宅が密集しており、交通渋滞

が発生し、学校周辺の地域住民の方々に大きなご迷

惑をおかけしてしまうことになってしまいます。学

校の避難所としての機能も考慮しなければなりませ

ん。保護者のお迎えに時間はかかっても、お子様を

安全に引き渡すことを第一に考えています。災害の

状況によっても変わると思います。ご理解とご協力

をお願いいたします。緊急時のすぐーるでの配信で

確認ください。緊急時の児童引き渡しマニュアルに

ついては、本校ホームページにも掲載しております。 

 

力合だより 
心のきずなを深める月間～「くしゃくしゃの紙（心）はもとには戻らない」～ 

緊急時の児童引き渡しについて 
ひとつのことば  北原白秋 

ひとつのことばでけんかして ひとつのことばでなかなおり 

ひとつのことばで頭が下がり ひとつのことばで心が痛む 

ひとつのことばで楽しく笑い ひとつのことばで泣かされる 

ひとつのことばはそれぞれに 一つの心わ持っている 

きれいなことばはきれいな心 やさしいことばはやさしい心 

ひとつのことばを大切に  ひとつのことばを美しく 

 

ピコのおはなし会（読み聞かせ） 

今年度も、ピコのおはなし会による読み書

きせをしていただきます。第一回は、高学年で

した。どの教室も落ち着いた雰囲気の中で、集

中して聞いているのが印象的でした。学校応

援団として活動、本当にありがたい限りです。 


